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特集１ 平成26年度 下妻市の予算

農業費(4.5%)
7億1,184万円

議会費(1.3%)
2億831万円

　平成26年第1回市議会定例会（3月議会）で、平成26年度当初予算が決まりました。
　平成26年度当初予算は、3月に市長選挙が行われたことから、義務的経費や継続
的経費を中心とした「骨格予算」として編成しています。政策的な経費は、第2回市
議会定例会（6月議会）へ補正予算として提案し、当初予算に追加で盛り込まれる予
定となっています。

一般会計予算157億円の使いみち一般会計予算157億円の使いみち
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区　　　分区　　　分 今年度予算額今年度予算額 前年度予算額前年度予算額 増減率（％）増減率（％）

一般会計（1） 157億　　　　円

57億8,600万円

3億6,800万円

31億5,700万円

850万円

10億3,600万円

2億3,300万円

105億8,850万円

15億1,341万円

278億　191万円

150億5,000万円

56億7,510万円

3億6,100万円

30億5,900万円

740万円

8億7,700万円

2億　200万円

101億8,150万円

13億9,075万円

266億2,225万円
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骨格予算の編成
　　　↓
3月議会上程・議決
　　　↓ ※市長選挙（3/30）
補正予算の編成（肉付け予算）
　　　↓
6月議会上程・議決
　　　↓
実質の平成26年度予算成立
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特 集 １

　平成26年度当初予算の一般会計予算額は157億円で、前年比4.32%の増。今年度は「骨格予算」
となっていますが、４月から実施することで効果のある教育・子育て事業や、前年度までに実施が
決まっている将来のまちづくりに関連する事業などは当初予算で計上しています。一般会計と特別
会計・水道事業会計を合わせた予算の総額は278億191万円で前年比4.43%の増となっています。

主な事業とその予算額を、市総合計画の５つの柱に基づき紹介します。

　予算は、本来、その年度のすべての歳入・歳出で編成されるも
のです。しかし、市長選挙などが行われる場合は、政策的な判
断ができにくいことから、政策的な経費を極力抑え、義務的経
費や継続的事業を中心に編成された予算を、慣例的に「骨格予
算」と呼んでいるものです。新規事業や投機的経費など「政策
的経費」は、３月30日の市長選挙後、新市長の市政方針に基づ
き、補正予算（肉付け予算）で計上します。

骨格予算とは 予算編成の流れ

平成26年度予算の概要平成26年度予算の概要

※表示金額は、万円未満を四捨五入して表示しています
○拡充新規標記：◎ 継続◇

域で支えあい
やさしく暮らせる
安全安心都市を目指して
【保健・医療・福祉・防災等の推進】

地

○市民協働のまちづくり事業　220万円
◎高齢者保健福祉計画改訂事業
　　　　　　　　　　　　　　160万円
◎障害福祉計画策定事業　　　292万円
○児童・生徒の医療費助成事業
　　　　　　　　　　　　　3,389万円
○学童保育事業　　　　　　2,494万円
○子育て支援拠点事業　　　　960万円
◎子ども・子育て支援事業計画策定事業
　　　　　　　　　　　　　　242万円
○各種予防接種事業　　１億3,066万円
◎地域防災計画修正事業　　　130万円
◎ホース格納箱整備助成事業　100万円

かな自然に囲まれた
生活環境都市を目指して
【生活環境、都市基盤の整備】

豊

◎東京直結鉄道茨城県西南部延伸整備
　検討調査事業　　　　　　　200万円
◎橋梁修繕事業　　　　　　1,100万円
○砂沼周辺都市再生整備計画事業
　　　　　　　　　　 　2億8,842万円

もに力をあわせてすすむ
自立協働都市を目指して
【行財政運営】

と

◇市勢要覧作成事業　　　　　251万円
◎市制施行60周年記念事業　  719万円
◎番号制度施行に伴うシステム設計・
　改修事業　　　　　　　　1,145万円

が活き活きと
心豊かに暮らす
文化創造都市を目指して
【教育・文化の振興】

人

◎特色ある学校づくり支援事業
　　　　　　　　　　　　　　100万円
◎小学校送迎バス運行事業　　901万円
◎小学校体育館老朽改修事業（大宝小、
　高道祖小、大形小）　　　1,092万円
◎下妻中学校改築事業（基本設計など）
　　　　　　　　　　　　　4,263万円
◎下妻公民館・市民文化会館耐震診断事業
　　　　　　　　　　　　　1,241万円
◎総合体育館耐震補強・改修事業
　　　　　　　　　　　　　　970万円

適に働く場がととのった
産業活力都市を目指して
【産業の振興】

快

◇下妻案内人派遣事業　　　1,132万円
◇高付加価値野菜実験農場運営事業　
　　　　　　　　　　　　　　797万円
◎ビアスパークしもつま施設改修事業
　　　　　　　　　　　　　2,670万円
◎安全施設設置事業　　　　3,164万円
◇まちなか交流施設運営事業　485万円

歳入
157億円

歳出
157億円
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市税(33.7%)
52億9,530万円

その他(9.6%)
15億907万円

総務費(11.0％)
17億2,979万円

民生費(32.6％)
51億2,068万円

衛生費(8.3%)
13億   26万円

労働費(0.2%)
2,569万円

土木費(14.4％)
22億6,492万円

消防費(4.6%)
7億2,248万円

教育費(10.6%)
16億6,785万円

公債費(11.0%)
17億2,248万円

予備費(0.5%)
6,923万円

地方交付税(21.9%)
34億3,500万円

市債(9.9%)
15億5,480万円

国・県支出金(18.9%)
29億7,373万円

その他(6.0%)
9億3,210万円 【市税の内訳】

固定資産税　25億3,253万円
市民税　　　22億6,718万円
たばこ税　　　3億8,400万円
軽自動車税　　　  9,960万円
入湯税　　　　　 1,200万円

商工費(1.0%)
1億5,647万円

▲

歳入は「自主財源」と「依存財源」分けることができます。▲

自主財源は、市が自主的に収入にすることができる財源
のことで、市税、分担金・負担金、使用料・手数料などがあ
り、これが多いほど行政活動の自主性と安定性を確保でき
ます。平成26年度の一般会計では約68億円（43.3%）と
なっています。▲

依存財源は、地方交付税や市債、国・県支出金などで、今
年度は一般会計では約89億円（56.7%）となっています。

新たな工場建設が進む「つくば下妻第二工業団地」

子育て世代の交流を図る「遊びの広場」


